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〔記入例〕
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奨学金（スカラネットバーソナルには自動的に表示さ
れています）から支出の総額を引いて足りない分は
どこから支払われているのかを記入。 
 
例） 
支出の合計  1 6 0万円 
収入奨学金  1 0 0万円 
収入1 0 0万円一支出1 6 0万円＝△（マイナス）60万円 
奨学金でまかないきれない分は、どこから支払われ
ているかそれぞれに記入する。 
収支の差額が3 6万円未満になるようにする。 
※36万円以上の場合、指導対象となります。 

別表の学費を参考に記入。 
修学支援新制度利用者・特別奨学生・体育奨学生は別表の学費より減免額を
引いた金額を記入。

スマホ・Wi-Fi費用など家族から支払いして貰っている場合でも、自分の分は支出に入ります。 
○○円×12ヶ月分、本年度入学者（新入生・編入生）は8ヶ月分。

本年度入学者は、入学金も記入できます。学費と同様に減免されている場合は減免額を引いた金額を
記入。 
 

 最後に記入

入学金は 
ココに含む
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別表の学費を参考に記入。 
修学支援新制度利用者・特別奨学生・体育奨学生は別表の学費より減免額を
引いた金額を記入。

家賃・寮費　○○円×12ヶ月分、本年度入学者（新入生・編入生）は8ヶ月
分。※敷金・礼金は　６）その他に記入。

通信費・光熱水費等　○○円×12ヶ月分、本年度入学者（新入生・編入
生）は8ヶ月分。寮費に含まれている場合は、割り戻す必要はありません。

本年度入学金は、入学金も記入できます。学費と同様に減免されている
場合は減免額を引いた金額を記入。

３６万円未満に調整。３６万円以上は、
指導対象となります。
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必ず、スクリーンショット等で保存し、
またココにもメモしてください。


